
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今
回
は
、
昭
和
五
十
八
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で
三
十

五
周
年
を
迎
え
ら
れ
る
「
奈
良
市
手
話
サ
ー
ク
ル
集
い
の

輪
」
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。 

 ＊
「
奈
良
市
手
話
サ
ー
ク
ル
集
い
の
輪
」 

っ
て
ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
？ 

 

聴
覚
障
が
い
者
と
健
聴
者
と
の
交
流
と
相
互
理
解
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
手
話
で
の
３
分
間
ス
ピ
ー
チ

や
単
語
学
習
な
ど
を
行
い
グ
ル
ー
プ
内
で
の
親
睦
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ろ
う
学
校
へ
の
訪
問
や
色
ん
な
施
設
に

社
会
見
学
に
行
っ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、

他
団
体
と
も
手
話
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。 

 

＊
活
動
の
き
っ
か
け
は
？ 

 

も
と
は
、
奈
良
市
の
手
話
入
門
講
座
が
き
っ
か
け
で
す

が
、
そ
こ
か
ら
ド
ラ
マ
の
影
響
で
あ
っ
た
り
、
子
育
て
に

一
段
落
さ
れ
て
本
格
的
に
始
め
よ
う
と
思
わ
れ
た
方
な

ど
様
々
だ
そ
う
で
す
。 

 

＊
こ
れ
か
ら
の
目
標
な
ど
は
？ 

聴
覚
障
が
い
者
の
方
々
が
、
ス
ム 

ー
ズ
に
生
活
を
送
れ
る
社
会
づ
く
り 

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

そ
れ
に
少
し
で
も
貢
献
で
き 

る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
活
動
を 

今
後
も
行
っ
て
い
き
た
い
で 

す
。 

 
 

手
話
に
興
味
の
あ
る
方
、
や
っ
て
み
た
い
方
、
毎
週
木
曜

日
の
午
前
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
見
学
・
体
験
の
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

自主グループの“  ” 

 

 

 

奈良市学園南 3-1-5 

(西部会館 4～6 階) 

TEL 0742-44-0101 

FAX 0742-44-0103 

西 部 公 民 館 

発行 
(公財)奈良市生涯学習財団 

平成３０年２月号 

今
年
の
冬
は
、
本
当
に
寒
さ
が
厳
し
い
で
す
ね
。 

奈
良
で
は
お
水
取
り
が
終
わ
ら
な
い
と
春
が
来
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
あ
と
一
ヶ
月
ち
ょ
っ
と
…
！
。
皆
さ

ん
、
も
う
少
し
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 

さ
て
、
先
日
、
西
部
公
民
館
の
自
主
グ
ル
ー
プ
さ
ん
が
出
演
さ

れ
た
２
つ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
月
十
四
日
に
は
「
奈
良
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団
」
さ

ん
、
一
月
二
十
一
日
に
は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
コ
ー
ル
・
ク

ラ
ポ
ー
」
さ
ん
が
出
演
さ
れ
た
大
和
郡
山
城
ホ
ー
ル
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。 

い
ず
れ
も
客
席
は
満
席
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
来
場
者
の
皆
さ
ん
に

「
普
段
は
西
部
公
民
館
で
練
習
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
よ

ー
！
」
と
触
れ
回
り
た
い
よ
う
な
、
図
々
し
く
も
、
な
ん
だ
か

私
ま
で
誇
ら
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
し

た
。 

西
部
公
民
館
で
は
約
四
百
の
自
主
グ
ル
ー
プ
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
熱
心
な
ご
様
子
を
目
に
す
る
た
び
、
い

つ
も
本
当
に
感
心
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
か
け
は
し
」
の
紙
面

上
で
も
、
で
き
る
だ
け
皆
さ
ん
の
活
動
の
様
子
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
掲
載
し
て
！
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ

さ
ん
は
、
ぜ
ひ
職
員
ま
で
お
声
か
け
く
だ
さ
い
ね
。 

 
 
 

 
 

自主グループ作品紹介 

 書友会 
毎月 第 1、第 3火曜日 
活動されています。 

さ
ざ
な
み 

福
島 

喜
代
子 

さ
ら
さ
ら
と 

竹
に
お
と
あ
り 

夜
の
雪 

 

清
水 

悦
子 

佳
気
満
高
堂 

 
  

 
  

石
井 

扶
生
子 

 
 

 
 

春
髙
楼
の 

花
の
宴 

め
ぐ
る
盃 

影
さ
し
て 

千
代
の
松
が
枝 

わ
け
い
で
し 

む
か
し
の
光 

今
い
ず
こ 

 

高
村 

敏
彦 

 

久方の天の露しもおきにけり 
家なる人も待ちつつあらむ 

大田 幸子 
 

 遠
山  

 
 
 
  

 
 
  

 

館
長 

松
田

ま

つ

だ 

洋
子

よ

う

こ 
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平成 30 年度の自主グループ活動届出書の提出について 

・２月初旬に来年度の活動届出書の申請書類を各グループに配布（郵送）いたします。 

２月２８日（水）までに必要事項記入の上ご提出下さい。 

 提出書類／平成３０年度自主グループ活動届出書・会則・名簿 

 自主グループ用ロッカーの申請について 

・自主グループ活動届出書類の案内に同封いたします。利用希望のグループは「自主

グループ用ロッカー使用承認申請書」を活動届出書と一緒にご提出下さい。 

※１.本年度ロッカーを使用されているグループは、２月２８日までに掃除をし、鍵と

名札を事務室までご返却下さい。 

※２.申込多数の場合は、抽選となります。 

 ※提出書類について、提出前に変更箇所や記入漏れがないか再度ご確認下さい。 

（代表者・担当者の変更や会員数や会員名簿など） 

こんな講座ありました   
子育てしゃべり場＠せいぶ 

せいぶ大人の学舎
まなびや

 
大人になっても「学ぶ」ことの大切さを再認識にてもらい、学んだことを生活の中で活用しても 

らったり、受講生同士のつながりを目的として、５月～１２月まで開催しました。 

暗記が中心であった学生時代の学習とは違い、「学ぶ」ことを楽しむことができる大人のみなさん。 

古典文学や現代短歌を学んだり、文字であそぶという想像力をフル回転させた内容で新しい学びを 

発掘しました！ 

６ヶ月～３歳児の子どもを持つ保護者を対象に 

６月～１０月まで開催しました。 

子どもはボランティアスタッフに託児をお願いし、 

親同士の情報交換の場として、時短術や応急手当などに 

ついて学び、グループに分かれ、『子育てあるある』話をしたり、体験談 

などを出し合いました。その中で子育てのヒントを得たり、不安なことを 

聞いてもらい気持ちが楽になったり♪また引っ越しをされたばかりの方は 

お友達ができたり♪と同世代の子を持つ親同士の輪が広がりました！！ 

 

～参加者の声～ 

＊子どもも初めての託児を経験し、 

私も大きく成長できました。 

毎回の内容も大満足でした！！ 

＊毎回楽しく、ためになることを 

教えていただいて嬉しかったです。 

～参加者の声～ 

☆初めは不安でしたが、 

回を追うごとに興味深く参加できた。 

☆気象台への館外学習は良かった。 

帰りに友達と食事をして楽しいひとときでした。 

☆テーマがバラエティーに富み内容についても 

新たに知るものばかりだったので大変興味深く 

有意義な講座でした。 


